安心して食べられるものを食べたい・食べさせたい

日本科学者会議公害環境問題研究委員会・日本環境学会
魚食は日本文化・日本人の健康の源
2009年2月14日（土）
午後1時15分～5時30分
東京・文京シビックセンター ４階シルバーホール
どなたでも参加歓迎（定員 105名、先着順）　　参加費　500円
	<　内　容　>

◇有害物質による魚介類汚染問題と魚食の安全・安心の確保を目指して
     山口英昌氏（美作大学、有害物質による魚介類汚染問題調査検討委員会） 

   ◇マグロと「食の安全」（仮題）　　木村　力氏（静岡新聞記者）
   ◇「食の安全」確保と消費者の権利
     神山美智子氏（弁護士、食の安全・監視市民委員会代表）
   ◇特別報告―築地中央卸売市場の東京ガス豊洲工場汚染跡地への移転問題の現在―
     野末　誠氏（「市場を考える会」総務委員長）
　 　コメント：畑 明郎氏（大阪市立大学、日本環境学会会長）
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